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鸞:45 護菫ン警 文摯 量にも亀蔵滝〉―めく|まぅ一―

シテ/悪饒       薩幾患二嚢婁
ァド/′憎        茂豊千二壼「

アド/竃の亭主     臨轟 諄道

鈴麓から藁氷が流れ出るとしヽう障を聞もヽた魏の文帝が、臣下:こその水源を見て参れとの動命を

出す。議下がやがて鰯縣曲鮭着くと、熱奥の菊の畷き意しれた1曲境に、暮菫としヽう

`曲

人が現れた。慈菫は、

自分iま太書の鸞の穆玉{こ仕えてしヽた警だと答える。震下は、何譲七百饉も書の警が来だ:こ壼きてし`も

のかと問うと、二旬の優奄書をヽた携を見せ、これ1譲穆五から賜つたものであるが、この法撃経の妙文を

菊の鍵:こ書しヽておくと、菫から,蘭るしずくが不量不死の菫となるとしヽう。それ績慈菫tま筆社とらなかつた

のであった。慈菫:ま睡下の商で癸樹ザ:こ業を舞もヽ、帝:こ七爾歳の長簿を捧4ずて観福の書菫篭述べ、

鵞をかき命:すて憔家へとj尋って行く。
議世流以外の霧流紀おしヽては、本感を「枕馨董」と郵する。観世流:こも「機慈菫』と称する繭目が

あるが、これ!よ霧』作品である。

菫通温:こ鐵かぅ轟案を酔っ払った憲場が露手び止め、無理に遭違れ:こする。途中で入つた宿置で悪翁:よ、

轟家:こ腰を採線と金全する。3菫く揉むと刀:こ手をか:すたりするなどわがまま:こふるまう悪鱗だが、
そのうち:こ寝入つてしまう。密の菫人にあとを醤せてと思つた轟家電が、ぬま朝こ畿立たわし`ので、

悪鋳Φ長理機小権を取り上げ、代わり:こ自分の1寺っても嚢奎や動量、信夜空置もヽて:]く .機がで露賞ぬた

悪鯖:議、それらを見て農しヽ勤理しヽをする…….

筑策の蒸僧が要筐録燿で畢篭章の豊彗婆菱電つ:す黎養をして」ろ‐生、一人の異が現孔墨.套 :ま率塔婆:こ

書かれた手麺霞とを`→万が平家骨籠:一毒◇義でどう事う
―方なet・蕪多ず、気み毒:こ思い轟向をして

しヽた≧言うと、翼:ま雉章と:憲平芸憂轟の三勇で.舞巽i曇毒含戦:こて一幸書で封たれたと答え、今目が

その命霙で募るが,議贅、難蔓イ雪の曜鍵:こ彗彗する,勇 :まさら:こ知量を魏i=■「■二軍」という蓬馬の

話をし、姿を濤す。
場がて聾人霧ヽら無奪命葬し手議を費響亀ittiⅢ

=震
を行うと、馨蕎委の起章①饉霊が姿を現す。霊1よ、

子を見鍛し,:こ むて隻,た舞菫録意しみ■、巽ら暴最難母様子を語‡」、菫な発饉養を頼みi露え擬せる。

憑平〇畿量な曇攀で謹こ争た二番彙憲蔑
=」

。貧こ子、そして豊Aと島。実警極:こ蒜るそれぞれの馨琴ヽが

糧れる修羅難で書る。

簾の曲俊が大澪購国の徹蓋曲の麓に広がる薔議警:こ着くと、鑽のよう1こ美しも`:患があり、し(ぎ移足を上めて

見これてもヽると、警爾野の番人の老人が現れる。出伏がこの)也水の言胃れを尋なると、意人|よ「私のような

響守が姿奄映すので、この水を『野守の鑽』と呼び裁すが、本量の野守の鏡としヽうもの1旗、書この野1竜

悔む鬼が1葦ってしヽた鐘のことです」と答える。その鬼:ま昼{ま野守の姿となり、夜:こ鬼の姿となるのだと

しヽう。さらに書、帝の鷹狩りの折、鷹の行方を見矢書た時:こ、野守がま旨し示したこの池水:こ鷹の姿が

霊奥ったとしヽう歌物語をす機。曲伏が「是非とも本物の野守の鏡を見た与ヽ』と言うと、驚人:ま F鬼神の

持っ饒を見れ1譲恐ろししヽことでしょうから、この水鏡をご覧なさしヽ理と言って、鬼が住んでblたとしヽう

塚に姿を:高す。
ゃがて曲俄が稼鐘向かって一心:こ祈ってしヽると、鬼檸が鏡窒持って現れ、天上昇から地獄の底まで鐘なく

映して見せ、これを由伏:こ与えて大地を踏み破つて、再び地獄の底にと去って:Tく。
奈良の春露大社の近くに底が昏薔轟野・飛火野は、万葉の書、貴族違が鷹狩りを業しんだところで、

量子守の翁が姿を映じたであるう池水や、見失つた障がその水底:こ映ったとしヽう井戸『鷹勢井』が今も鶴る。

この農tましヽわゆる鬼の範で1まあるが、攣に強く恐ろししヽもので:まなく、饒とをヽう不思議な力を宿すものを

通して、神秘饉:こ富んだ面白しヽ構成となってしヽる。
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